
UPZ内住民の一時移転等① 

愛媛県内で 
814施設

避難先

主に県が手配した車両（ﾊﾞｽ等）
で避難経由所までの移動や安
定ﾖｳ素剤を配布するために、
一時的な集合場所として活用

＜利用対象者＞ 
 自家用車で避難できる者 
 自家用車避難が困難な者 
 避難可能な在宅の避難行動

要支援者のうち車両（ﾊﾞｽ等）
で避難する者

一時集結所

各広域避難所
に移動するた
めの受付等を
実施

避難経由所 

 一時移転等実施の際は、国の原子力災害対策本部、愛媛県、山口県、関係市町が、住民の安全と円
滑な実施のため、実施に係る実務（避難先の準備、避難経路の確認、輸送手段の確保、避難退域時
検査及び簡易除染の実施体制、地域ごとの一時移転等開始時期等）の調整を行った上で、一時移転
等を開始。 

 UPZ内関係市町を対象とした避難計画に基づき、住民の一時移転等を行う。

避難元
市町 
(6市町 ) 

UPZ内
人口 

104,199人 ※

車両等の検査

簡易除染の実
施（必要に応じ）

避難退域時
検査場所 

※離島部の避難の流れについては、個別に記載（ P137～ P139を参照） 123



UPZ内住民の一時移転等② 

 愛媛県では、第 1避難先候補（ 13市町）に避難を行うが、緊急時ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞの結果や、避難経路や避難先の被災状況
に基づき第 1避難先候補に避難できない場合は、第 2避難先候補（ 6市町）に避難する。なお、避難受入市町が指定
する場合は避難経由所を経由。 

かみのせきちょう かみのせきちょう かみのせきちょう かみ

 上関町（八島
や しま

地区）では、上関町総合文化ｾﾝﾀｰに避難を行い、上関町総合文化ｾﾝﾀｰに避難できない場合は、上
関町
のせきちょう

民体育館に避難する。 

県名 市町名
※（ ）は対象人口

第 1避難先候補
※（ ）は受入可能人数、【 】は避難経由所

第 2避難先候補
※（ ）は受入可能人数

や わた はま し

八幡浜市
（ 32,905人）

まつ やま し

松山市（ 93,442人）【愛媛県総合運動公園】

合計（ 93,442人）

いま ばり し かみ じま ちょう

今治市（ 21,574人）、上島町（ 8,641人）

合計（ 30,215人）
おお ず し

大洲市
（ 39,565人）

おお ずし まつ やま し

大洲市内（ 7,107人）、松山市 93,442人）【愛媛県総合運動公園】

合計（ 100,549人）

にい はま し し こく ちゅう おう し

新居浜市（ 22,276人）、四国中央市（ 26,608人）

合計（ 48,884人）

愛媛県

せい よ し

西予市
（ 27,056人）

せい よ し とう おん し とう おん し

西予市内 (10,969人 )【乙亥の里】、東温市 (14,272人 )【東温市総合公園】、
と べ ちょう と べ ちょう く ま こう げん ちょう く

砥部町 (11,899人 )【砥部町陶街道ゆとり公園】、久万高原町 (8,133人 )【久
ま こう げん

万高原ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ】 合計 (45,273人 )

さい じょう し

西条市（ 38,460人）

合計（ 38,460人）
う わ じま し

宇和島市
（ 3,877人）

う わ じま まつ の ちょう き ほく ちょう

宇和島市内（ 33,011人）、松野町（ 1,529人）、鬼北町（ 8,206人）、
あい なん ちょう

愛南町（ 12,014人） 合計（ 54,760人）

く ま こう げん ちょう

久万高原町（ 8,133人）

合計（ 8,133人）
い よ し

伊予市
（ 646人）

い よし ま さき ちょう ま さき

伊予市内（ 15,282人）、松前町（ 10,758人）【松前公園】

合計（ 26,040人）

いま ばり し かみ じま ちょう

今治市（ 21,574人）、上島町（ 8,641人）

合計（ 30,215人）
うち こ ちょう

内子町
（ 129人）

うち こちょう とう おん し とう おん し

内子町内 (14,720人 )、東温市 (14,272人 )【東温市総合公園】、
と べ ちょう と べ ちょう く ま こう げん ちょう く

砥部町 (11,899人 )【砥部町陶街道ゆとり公園】、久万高原町 (8,133人 )【久
ま こう げん

万高原ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ】 合計 (49,024人 )

さい じょう し

西条市（ 38,460人）

合計（ 38,460人）

県内計
６市

（ 104,178人） ６市７町 合計（ 241,342人） ４市２町 合計（ 125,692人）

※上記避難先候補施設に避難できない場合や、二次被害等があった場合は、山口県（受入可能人数： 436,170人）へ避難

山口県
かみのせきちょう

上関町
（ 21人）

かみのせきちょう

上関町総合文化ｾﾝﾀｰ（ 270人）
かみのせきちょう

上関町民体育館（ 220人） 
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UPZ内住民の一時移転等③ 

PAZ 

UPZ 

（凡例）

：愛媛県第 2避難先候補

：愛媛県第 1避難先候補

：山口県避難先

上関町
（ 270人）

愛南町
（ 12,014人）

鬼北町
（ 8,206人）

松野町
（ 1,529人）

久万高原町
（ 8,133人）

松前町
（ 10,758人） 砥部町

（ 11,899人）

松山市
（ 93,442人）

西予市
西予市

（ 10,969人）

宇和島市

まつ やま し

と べ ちょう

ま さき ちょう 東温市
（ 14,272人）

今治市
（ 21,574人）

西条市
（ 38,460人）

上島町
（ 8,641人）

新居浜市
（ 22,276人） 四国中央市

（ 26,608人） 

八島

伊予市
（ 15,282人）

内子町

内子町
（ 14,720人）

大洲市

大洲市
（ 7,107人）

宇和島市
（ 33,011人）

八幡浜市

伊予市

かみのせきちょう

かみ じま ちょう

いま ばり し

にい はま し

し こく ちゅう おう し

さい じょう し

とう おん し

く ま こう げん ちょう

き ほく ちょう

まつ の ちょう

うち こ ちょう

うち こ ちょう

い よ しい よ し

おお ず し

おお ず し

せい よ し

う わ じま し

や わた はま し

あい なん ちょう

せい よ し

う わ じま し

※伊方町
い かた ちょう

を除く 
※（ ）は受入可能人数

※愛媛県の関係市町は、避難先候補施設に避難できない場合や、二次被害等があった場合は、山口県（受入可能人数： 436,170人）へ避難 125 



愛媛県における UPZ内の医療機関の避難先及び受入先確保のための調整ｽｷｰﾑ 

①：県は市町災害対策本部を通じ、受入自治体及び医療機関の協力を
得て、あらかじめ病院等の避難先となる病院群の情報を整理し、避難
元の病院等に周知

②：避難指示又は避難準備情報の発令が見込まれる段階で、避難元病
院等は市町災害対策本部を通じ県に対し、避難先病院等の受入調整
を依頼

③：県は、避難先候補病院等に対し避難の受入を要請し、避難準備を
整える

④：県は市町災害対策本部を通じ、避難実施段階で避難元病院等に対
し、避難先病院等及び避難ﾙｰﾄ等を連絡

⑤：避難の実施

 UPZ内にある全ての医療機関（病院及び有床診療所、 24施設 2,092人）において、個別の避難計画を策定済み。 
 一時移転等の防護措置が必要になった場合、愛媛県災害対策本部が緊急被ばく医療ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰや災害医療ｺｰﾃﾞｨ

ﾈｰﾀの助言を受け、医療機関の受入候補先を選定するとともに、受入に関する調整を実施。

愛媛県災害対策本部

ﾏｯﾁﾝｸﾞﾌﾛｰ

避難元病院等（予防避難ｴﾘｱを除く） ⑤避難の実施

①情報周知

④避難先連絡
②受入調整依頼

③受入要請
①情報提供 
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施設数

避難先病院（県内 11市町）

入院定員 

24 2,092人

受入施設数 受入可能人数 

101 2,829人



UPZ内の社会福祉施設の避難先 

 UPZ内にある全ての社会福祉施設（ 114施設 3,610人）については、施設ごとの避難計画を作成しており、短
期入所、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑの一部を除き、施設ごとにあらかじめ避難先施設を確保。 

 なお、短期入所、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑの一部（ 15施設 109人）は家族への引渡しを優先。家族への引渡しができない
場合には、愛媛県災害対策本部が受入先を調整。 

 何らかの事情で、あらかじめ選定した避難先施設が使用できない場合には、愛媛県災害対策本部が受入
先を調整。

＜ UPZ内（予防避難ｴﾘｱを除く）＞ ＜ UPZ外（県内 17市町） ＞

施設区分 施設数 入所定員

救護施設・授産施設 1 60人

児童福祉施設 3 70人

老人福祉・介護保険施設 88 3,058人

合 計 92 3,188人 

受入
施設数

受入
可能人数 

3 80人 

4 99人 

144 3,220人 

159 3,399人

施設ごとの
避難先を確保 

施設区分 施設数 入所定員

障害福祉施設 22 422人

受入 受入
施設数 可能人数 

18 303人
※1

※1 短期入所、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑの一部（ 15施設 109人）は家族への引渡しを優先し、それ以外は施設ごとの避難先を確保。家族への引渡
しができない場合には愛媛県災害対策本部が受入先を調整。 

※2 山口県の UPZ内に社会福祉施設は存在しない。 127 
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